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第1章 今年の話題



単位：億円、％

肉用牛 乳用牛 豚 ブロイラー 鶏卵

全国 7,482 9,353 6,122 3,510 4,595

3,119 801 1,869 1,704 643
(41.7) (8.6) (30.5) (48.5) (14.0)

（　　）内は全国に占める九州の割合

九州

20万9千頭

今年の話題 － 畜産王国九州 －

【九州は我が国最大の畜産物供給基地】

全国の令和元（2019）年農業産出額（約９兆円）のうち、畜産は約４割(約３兆円)
を占めていますが、九州は全国の畜産の農業産出額の約３割（約８千億円）を占める
我が国最大の畜産物供給基地となっています。

全国における九州の畜種別農業産出額の占める割合は、肉用牛が約４割、豚が約３
割、ブロイラーが約５割となっています。

また、全国の家畜市場における肥育素牛（子牛）取引の約５割が九州で行われてい
るなど、全国の和牛生産の供給源にもなっています。

〇 農業産出額に占める畜産及び九州の割合（令和元年）

資料：令和元年生産農業所得統計（都道府県別）

〇 全国の家畜市場における黒毛和種等
「子牛」の取引割合（令和元年）

資料：全国家畜市場の概要（令和元年）

資料：令和元年生産農業所得統計（都道府県別）

〇 畜種別の九州管内の農業産出額（令和元年）

3兆2,344
億円

8,315億円

20万9千頭

－ 2 －



【畜産の農業産出額は年々拡大。鹿児島県・宮崎県は６割超】

九州の畜産の農業産出額は、平成22（2010）年４月に宮崎県で発生した口蹄疫の影
響からの回復、国内の畜産物の堅調な需要を背景に、平成22（2010）年以降、増加傾
向で推移しています。

九州各県の全国における畜種別順位を見ると、どの畜種も上位に九州のいずれかの
県が含まれており、主要な産地となっています。

特に、鹿児島県、宮崎県は畜産の占める割合が６割を超えており、農業の中でも畜
産が基幹産業となっています。

〇 九州における過去10年の畜種別農業産出額の推移

資料：生産農業所得統計（都道府県別） 注：その他畜産物を除く

資料：令和元年生産農業所得統計（都道府県別） 注：その他畜産物を除く

〇 九州各県の農業産出額に占める畜産の割合（令和元年）

〇 九州各県の全国における畜種別農業産出額の順位（令和元年）

資料：令和元年生産農業所得統計（都道府県別）

全国
順位 産出額

全国
順位 産出額

全国
順位 産出額

全国
順位 産出額

全国
順位 産出額

7,482 9,353 6,122 3,510 4,595
(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)
1,278 330 847 695 263
(17.1) (3.5) (13.8) (19.8) (5.7)

780 107 521 687 111
(10.4) (1.1) (8.5) (19.6) (2.4)

427 100 194 92 89
(5.7) (1.1) (3.2) (2.6) (1.9)

－ － －全国 全国 全国 全国 全国

２位

１位

２位

６位

３位

19位

21位11位

宮崎県

佐賀県

鹿児島県

福岡県

宮崎県

１位

３位

４位

３位

14位宮崎県

熊本県

熊本県

鹿児島県

福岡県

鹿児島県

宮崎県

熊本県15位

鹿児島県 鹿児島県１位

－ －

　　　　　　　単位：億円、％

肉用牛 乳用牛 豚 ブロイラー 鶏　卵

肉用牛 乳用牛 豚 鶏卵 ブロイラー

肉用牛 乳用牛 豚 鶏卵 ブロイラー

65% 64%

37% 36%
33%

30%
17%
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【生産現場における多様な取組】

生産現場では、消費者のニーズの高度化・多様化に対応した畜産物のブランド化や
６次産業化、品質に優れた畜産物を求める海外の需要に対応した海外市場の開拓に取
り組む動きが出てきています。

また、持続可能な循環資源型畜産を目指した食品リサイクルの取組も進められてい
ます。

【和牛のブランド化】

大分県では、消費者の多様なニーズに応え、高級ブランドによる更なる差別化を図
るため、2018年から「おおいた豊後牛」の中でも肉質４等級以上のものについて、新
たに「おおいた和牛」のブランドを立ち上げています。

佐賀県では、JAグループ佐賀管内で飼育された和牛のうち、４等級の脂肪交雑No７
以上の基準を満たすものを「佐賀牛」としていますが、それ以外の２～４等級のもの
については「佐賀産和牛」として新たにブランド化することで、「佐賀牛」のブラン
ド価値を高めるとともに、手頃な価格での和牛ニーズにも対応しています。

また、海外展開を視野に、ブランドの名称を海外でも保護し、他産地との差別化を
図るため、熊本県では「くまもとあか牛」、宮崎県では「宮崎牛」、鹿児島県では
「鹿児島黒牛」の和牛ブランドをＧＩ（地理的表示）として登録しています。

〇 九州管内の和牛ブランドの事例（出典：銘柄牛肉ハンドブック2021 食肉通信社）

品種：褐毛和種
飼育管理：県内12か月以上肥育、最長かつ最終飼養地が熊本県内
特徴：適度な霜降りと赤身の特徴的な味わい

ヘルシーさを兼ね備え、牛肉らしいうま味や香りに富む
年間出荷頭数：3,400頭

品種：黒毛和種
飼育管理：県内産、県内で育成・肥育
特徴：長年の改良による優秀な系統の黒毛和種

風味豊かでとろけるような柔らかさとうまさ
年間出荷頭数：18,200頭

品種：黒毛和種
飼育管理：指定肥育地、鹿児島県内
特徴：きめ細かいやわらかい肉質

バランスの良い霜降肉のおいしさ
年間出荷頭数：24,000頭

品種：黒毛和種
格付等級：４等級以上
特徴：品質の高い豊後牛の中でもおいしさにこだわった牧場で育

てられた肉質４等級以上のものだけを選んだもの
年間出荷頭数：6,300頭

品種：黒毛和種
格付等級：４等級脂肪交雑No7以上
特徴：「艶さし」といわれる風味ただよう脂肪と柔らかく鮮やか

な赤みが織りなす見事な霜降り肉
年間出荷頭数：11,000頭

－ 4 －



○ 熊本県酪農業協同組合連合会（らくのうマザーズ）
１．所在地：熊本県熊本市
２．生産農家戸数：452戸（令和３（2021）年４月１日現在）
３．取組の特徴

乳牛の飼養・管理技術の指導から乳製品の製造販売までを一貫して行っています。
日本では流通量が少ない長期保存可能な牛乳（LL牛乳）を製造し、香港等への輸出
も行うなど、輸出拡大に取り組み、2020年度の輸出額、量ともに前年の約２倍に伸
びています。

○ セブンフーズ株式会社

１．所在地：熊本県菊池郡大津町、菊池市、阿蘇市
２．飼養頭数：２万５千頭
３．出荷頭数：年間５万頭
４．取組の特徴

耕種農家や食品会社などの連携による資源循環型農業を実践しています。食品リ
サイクルについては、大手冷凍食品会社等30数社と契約し、食品残さを液体飼料
に加工・給与しています。

○ みやざき地頭鶏事業協同組合

１．所在地：宮崎県宮崎市
２．生産者数：38戸
３．出荷羽数：年間42万羽
４．取組の特徴

「みやざき地頭鶏」の安定的な生産と全国的な販売流通展開を図るため、積極的
に活用する飲食店を登録の上、ホームページで公表しています。また、飲食店にPR
販促物を使用してもらうことで、全国的な知名度を上げる取組を実施しています。
現在、登録を受けた飲食店は、全国188箇所に上っています。

じとっこ

○ 有限会社 鈴木養鶏場

１．所在地：大分県速見郡日出町
２．飼養羽数：成鶏16万羽
３．取組の特徴

平成18（2006）年から採卵鶏に飼料用米を給与し、高付加価値卵「豊の米卵」
として、県内の百貨店等で販売しています。
また、規格を外れた卵をロールケーキやスイーツに加工し、農場に併設して開

設した直販所で販売しています。

【飲用乳の輸出に取り組む酪農協同組合】

【食品リサイクルに取り組む養豚農家】

【外食産業と連携した地鶏肉のブランド化に取り組む事業協同組合】

【高付加価値卵を活用し６次化に取り組む鶏卵農家】

熊本県酪農業協同組合連合会輸出実績

2018年度 2019年度 2020年度

輸出額 47,515千円 71,524千円 143,422千円
（対前年比） (124%) (151%) (201%)

輸出量 231ｔ 367ｔ 801ｔ
（対前年比） (120%) (159%) (218%)

液体飼料の給与

ＬＬ牛乳の製造ライン

「豊の米卵」 米を給与した卵の
ロールケーキ

－ 5 －



【畜産王国を支える九州農政局の取組】

九州農政局では、国内外での畜産物のニーズの高まりに対応し、より安定的な畜産
物の供給を図るため、経営基盤の強化（畜舎・機器等の整備） 、国産飼料に立脚した
資源循環型畜産への転換を推進しています。また、畜産農家の経営努力ではカバーし
きれない畜産物の知的財産の保護や輸出の戦略的拡大に取り組んでいます。

【経営基盤の強化】

九州の畜産経営基盤の強化を図るため、中心的経営体に対し、「畜産・酪農収益力
強化整備等特別対策事業」により収益力強化に必要な畜舎や機械の整備を支援し、
「生産基盤拡大加速化事業」により、繁殖雌牛や乳用後継牛の増頭に奨励金の交付を
行っています。

その際、畜産農家と地域の畜産関係者（コンストラクター等の支援組織、流通加工
業者、農業団体、行政等）を、ぶどうの房（クラスター）のように一体的に結集さ
せ、地域全体で収益性向上を図る畜産クラスターの取組を推進しています。

令和２（2020）年現在、九州で195の畜産クラスター協議会が設立されています。

8

28

34

42

62

69

78

108

40

0 50 100 150

その他

飼料作物

採卵鶏

肉用鶏

養豚

肉用牛(一貫)

肉用牛(肥育)

肉用牛(繁殖)

酪農

箇所

九州の畜産クラスター協議会数（令和2(2020)年 計195箇所)

注：複数の畜種を取組の対象とする協議会があるため、上記図の箇所数合計は
協議会数と同じにならない

環境自動制御型牛舎

搾乳ロボット 自動餌寄せロボット

自動給餌器

【離島地域における肉用牛の生産基盤の強化】

〇 五島地域畜産クラスター協議会

１．所在地：長崎県五島市、南松浦郡新上五島町
２．肉用繁殖雌牛農家戸数：283戸
３．肉用牛繁殖雌牛飼養頭数：4,793頭
４．取組内容

長崎県の離島である五島地域では肉用牛の増頭を図るため、平成27（2015）
年３月に畜産農家、市町、農協等の関係者の協議会を設立しました。

これまでに「畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業」を活用し、27棟の
牛舎を整備しました。

その結果、平成26（2014）年度には約４千頭まで減少していた肉用繁殖雌牛
頭数は、目標頭数である５千頭に向けて順調に増加しており、令和２（2020）
年４月現在で4,793頭に達しています。

補助事業で整備した牛舎

五島地域における肉用繁殖雌牛飼養頭数の推移 （各年度４月１日付け 長崎県調べ 単位：戸、頭）

年度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31（R1） R2

飼養戸数 328 322 308 294 287 288 281 283 283
繁殖雌牛頭数 4,219 4,161 3,995 4,030 4,083 4,150 4,322 4,643 4,793

－ 6 －



【国産飼料に立脚した資源循環型畜産への転換】

和牛の増頭、生乳生産の増産による飼料需要の拡大が見込まれる中、輸入飼料への
過度の依存から国産飼料に立脚した資源循環型畜産への転換を図るため、
・国産粗飼料の生産・利用
・耕作放棄地等を活用した放牧
・ICT等を活用した効果的な栽培技術
・資源循環型の飼料生産
を推進することが求められています。

九州農政局では、これらの課題に対し、
・草地等の基盤整備
・飼料用米・WCS用稲や国産稲わらの耕畜連携を目指した需要者・供給者のマッチ

ング
・「畜産生産力・生産体制強化対策事業」による耕作放棄地等を活用した放牧拡大
・外部支援組織の強化の支援
・先進的な取組事例等の情報発信
をしています。

また、管内各県、農業団体等で構成する「九州地域飼料増産行動会議」を設置し、
情報共有や意見交換を行っています。

【耕作放棄地を活用した肉用牛の繁殖の取組】

〇有限会社 冨貴茶園
１．所在地：大分県豊後高田市
２．放牧開始年：平成17（2005）年
３．取組の特徴

平成17（2005）年、茶園に隣接する放棄地(林地)にお
いて繁殖牛３頭で試験的に放牧を行ったところ、省力的
な肉用牛繁殖に目処がついたことから、平成18（2006）
年、簡易牛舎の整備とともに繁殖牛２頭を新たに導入
し、本格的に肉用牛繁殖経営を開始しました。

その後、「国産粗飼料増産対策事業」等により、耕作
放棄地を活用して放牧地の面積を拡大しつつ、生産コス
トを６割削減することに成功しました。

省力的な周年親子放牧体系を確立し、現在では繁殖牛
50頭まで増頭しているところです。

2005年 2008年 2015年 2020年

放牧面積 5ha 12ha 17ha 22ha

放牧頭数 3頭 8頭 22頭 50頭

冨貴茶園の放牧面積等の推移

耕作放棄地を活用した放牧地

親子放牧

九州には、全国の約４割を占める
家畜人工授精所があります。

九州農政局では、和牛遺伝資源の
適切な流通管理及び知的財産として
の価値の保護強化のため、令和２
（2020）年から、家畜人工授精所へ
の立入検査を実施しています。

全国 4,295 箇所
九州 1,686 箇所
（九州／全国） (39%)
福岡県 19 箇所
佐賀県 59 箇所
⻑崎県 236 箇所
熊本県 190 箇所
⼤分県 187 箇所
宮崎県 296 箇所
⿅児島県 699 箇所

家畜人工授精所箇所数
（2021.4.1現在）

家畜人工授精用精液の
保管状況の確認

【家畜人工授精所への立入検査による知的財産の保護】

－ 7 －



【輸出の戦略的拡大】

九州は牛肉の主要産地であり、我が国の牛肉輸出施設の多くは九州にあります。特
に、高度な衛生条件をクリアした米国、EU向け認定施設の約半数は九州に集中してい
ます。

また、畜産物は、農林水産物・食品の輸出額を2030年までに５兆円とする「輸出拡
大実行戦略」において、海外で評価される輸出拡大余地の大きい重点品目に選定さ
れ、輸出向けの生産を行う輸出産地として、九州では17産地がリスト化されていま
す。

九州農政局では、輸出拡大に向けて、「畜産物輸出コンソーシアム推進対策事業」
により、産地ごとに生産から輸出まで一貫して輸出促進を図る体制（コンソーシア
ム）の構築、コンソーシアムが実施する商談、産地の特色を活かしたプロモーション
等を支援しています。

‥‥対米輸出許可施設

‥‥対米及び対EU輸出許可施設

大分県畜産公社

ミヤチク都農工場

熊本畜産流通センター

ミヤチク高崎工場

ナンチク

サンキョーミート

ＪＡ食肉かごしま

阿久根食肉
流通センター

〇 牛肉輸出認定施設（対米、対米及びEU向け）の数及び九州管内の所在地（R2.10.31現在）

〇 輸出拡大実行戦略における畜産品の輸出目標額

〇 輸出拡大実行戦略に基づきリスト化された九州の畜産品の輸出産地

対EU施設
北海道 1 1
東北 1 －
関東 2 2
東海 1 1
近畿 2 2
中国四国 － －

九州 8 5

沖縄 － －
全国計 15 11

対米施設

品　目 目標額(2025年) 海外で評価される日本の強み

牛肉 1,600億円 和牛として世界で認められ、人気が高い

豚肉 29億円

鶏肉 45億円

鶏卵 63億円 半熟たまごが浸透し、生食できる卵としての品質が評価

牛乳・乳製品 328億円 香港や台湾で品質が高評価

とんかつ、焼き鳥など日本の食文化とあわせて
海外の日本ファンにアピール

資料：アメリカ合衆国向け輸出食肉取扱施設リスト（R2.6.17現在）
欧州連合向け輸出食肉取扱施設リスト（R2.10.30現在）

資料：農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略

資料：輸出産地リスト（R3.5.27現在）
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第2章 統計から見たい
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9.2

11.2
10.5

9.7
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25

農業産出額 GDP 総土地面積 企業数 就業者数

（％）

九州 18千億円
全国 89千億円

九州 514千億円
全国 5,615千億円

九州 42千 
全国 378千 

九州 404千企業
全国 3,856千企業

九州 650万人
全国 6,676万人

4.3

2.5

1.2

0.5
0.6

0.3

0.9

2.1

2.3

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

北海道 東北 北陸 関東・東山 東海 近畿 中国 四国 九州

資料：農林水産省「令和元年生産農業所得統計」、内閣府「平成29年県民経済計算」
国土地理院「令和２年都道府県市町村別面積調」、総務省「平成28年経済センサス活動調査」
総務省統計局「令和２年労働力調査」

注：農業産出額とは、農業生産活動による最終生産物の総産出額であり、品目別の生産量に農家
庭先価格を乗じて得た額を合計したもの（売上総額のイメージ）。
農業産出額の全国は都道府県計、GDPの全国は県民総生産の都道府県計。

特化係数：地域のある産業、例えば農業がどれだけ特化してい
るかを見る係数で、１に近いほど全国の構成割合に近く１より大
きくなれば全国に比べ農業のウエイトが大きいことを示します。
特化係数＝地域の農業構成割合÷全国の農業構成割合

県民経済計算からみた農業の特化係数

資料：内閣府「平成29年県民経済計算」

全国に占める九州の割合

【九州は日本の食料基地】

農業が盛んな九州は日本の食料基地となっており、「全国の１割経済」といわれて

いる中、農業産出額では全国の２割を占めています。

また、県民経済計算（県民総生産）の産業別割合から計算した特化係数をみると、

九州は全国の中でも農業のウエイトが大きい地域であることが分かります。

構造 － 九州農業の特徴 －

－ 10 －
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果実

野菜 九州
42.5%

九州
29.8%

北海道
0.8%

関東
21.9%

東海
4.5%

近畿
20.7%

中国
6.4%

四国
1.1%

北海道
1.0%

東北
5.5%

関東
33.7%

北陸
2.4%

東海
4.8%

近畿
16.9%

中国
5.2%

四国
0.8%

北陸
1.0%

東北
1.1% 57.5％

部門別農業産出額の全国に占める九州の割合および主要品目別の全国上位県

九州産青果物の地域別出荷割合

資料：農林水産省「令和元年生産農業所得統計」

資料：農林水産省「令和元年青果物卸売市場調査」

【野菜、畜産などの全国上位を占める】

部門別農業産出額の全国に占める割合をみると、畜産や工芸農作物では約３割を占

め、野菜、果実など様々な品目が全国順位で上位となっています。

また、市場出荷された九州産の青果物は、その多くが九州以外の地域へ出荷されて

おり、野菜は九州以外が57.5％で、関東が21.9％、近畿が20.7％となり、果実は九州

以外が70.3％で、関東が33.7％となっています。

70.3％

品目
全　国
シェア

県名
全　国
シェア

全国
順位

％ ％ ％ 位

ピーマン 38.8 宮   崎 22.0 2
いちご 35.7 福   岡 12.0 2
アスパラガス 29.9 佐   賀 9.6 2
トマト 28.8 熊   本 18.9 1
すいか 27.0 熊   本 21.8 1
きゅうり 24.1 宮   崎 13.4 1
なす 22.8 熊   本 11.5 2
なつみかん 67.3 鹿 児 島 36.7 1
不知火（デコポン） 65.3 熊   本 42.0 1
マンゴー 64.0 宮   崎 53.3 1
びわ 52.9 長   崎 35.3 1
みかん 33.8 熊   本 9.8 4
葉たばこ 47.2 熊   本 17.6 1

32.0 茶（生葉） 44.6 鹿 児 島 31.2 1
さとうきび 41.6 鹿 児 島 41.6 2
ブロイラー 48.5 鹿 児 島 19.8 1
肉用牛 41.7 鹿 児 島 17.1 1
豚 30.5 鹿 児 島 13.8 1

九州の割合
九州の割合 主産地

野菜 19.6

果実 14.8

工芸
農作物

畜産 25.7

－ 11 －
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161168173

194
203

（百億円）
産出額ピーク
（平成２年）
２兆341億円

175

九州の農業産出額の推移

資料：農林水産省「生産農業所得統計」

農業産出額部門別割合（令和元(2019)年） 農業産出額の令和元年と昭和40年の対比
（昭和40年=100）

資料：農林水産省「生産農業所得統計」
資料：農林水産省「生産農業所得統計」

構造 － 農業産出額 －

その他

畜産

果実

野菜

米

【農業産出額は２年連続減少】

令和元（2019）年の九州の農業産出額は１兆7,520億円で、主に水稲の不作による生

産量の減少、野菜の価格が低下したこと等により昨年に引き続き減少しています。

部門別にみると、全国に比べて米の割合が低く（全国19.6％、九州9.2％）、畜産の

割合が高くなっています（全国36.1％、九州47.5％）。

このほか、温暖な気候を活かし、野菜や果実の生産など多様な農業が展開されていま

す。

また、昭和40(1965)年の産出額と比較してみると九州の伸びは全国を大きく上回って

おり、特に野菜や畜産が大きく伸びています。

440 
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87 
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401 

0 500 1,000 1,500
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米
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九州の農業産出額部門別構成比の推移

資料：農林水産省「生産農業所得統計」

農業産出額全国上位10県の推移

資料：農林水産省「生産農業所得統計」

（％）

【畜産や野菜が増加】

九州の農業産出額を部門別の構成比でみると、昭和40（1965）年は19％だった畜産

が令和元（2019）年には48％へと、野菜は９％から24％へと大幅に増加しました。

一方、米は42％から９％へと大幅に減少し、米を中心とした農業から野菜、畜産を

中心とする農業へと推移しています。

その結果、農業産出額の全国上位10県に畜産や野菜の生産が盛んな鹿児島、宮崎、

熊本の３県がランクインしています。

単位：億円

１位 北海道 2,033 北海道 11,175 北海道 12,558

２位 茨城 1,330 茨城 5,192 鹿児島 4,890

３位 新潟 1,274 千葉 4,838 茨城 4,302

４位 千葉 1,195 鹿児島 4,510 千葉 3,859

５位 福島 1,063 熊本 4,016 宮崎 3,396

６位 静岡 983 新潟 3,933 熊本 3,364

７位 埼玉 966 福島 3,747 青森 3,138

８位 長野 954 宮崎 3,745 愛知 2,949

９位 愛知 886 愛知 3,640 栃木 2,859

10位 宮城 886 岩手 3,478 岩手 2,676

昭和40（1965）年 平成２（1990）年 令和元（2019）年

－ 13 －



資料：農林水産省「農林業センサス」

資料：農林水産省「農林業センサス」

構造 － 農業経営体 －

農業経営体数と基幹的農業従事者の平均年齢の推移（九州）

九州
(令和２年)
（2.4%)

全国
(令和２年）
（2.0%)

【農産物販売金額5,000万円以上の農業経営体の割合は全国を上回る】

九州における基幹的農業従事者の平均年齢は全国に比べ1.4歳若くなっていますが、

平均年齢は66歳を超え、農業者の高齢化が進んでいます。また、農業経営体数は10年

前に比べると約70％となっていますが、法人化している経営体は1.5千経営体（38％）

増加しています。

また、九州各県では農産物販売金額5,000万円以上の農業経営体の割合が増加してお

り、佐賀県、熊本県、宮崎県及び鹿児島県が全国平均を上回っています。

注１：基幹的農業従事者とは、自営農業に主として従事した世帯員のうち、普段の主な状態が「主に自営農業に従
事」である者で、主に家事や育児を行う主婦や学生等は含まない。

注２：基幹的農業従事者平均年齢は平成27年、令和２年が個人経営体の数値、平成22年が販売農家の数値。
注３：農業経営体とは、経営耕地面積が30ａ以上の規模の農業、又は販売金額50万円以上に相当する規模の農業を行

う者（農作業の受託を含む。）。うち個人（世帯）で事業を行う経営体（法人を除く）を個人経営体という。
注４：法人経営体とは、農業経営体のうち、法人化して事業を行う者。
注５：法人経営体割合＝法人経営体数／農業経営体数
注６：令和２（2020）年農林業センサスの値は、概数値である（以下同じ。）。
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耕地利用率（全国）91.4%
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作
付
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耕
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耕地面積と耕地利用率の推移（九州）

耕地及び作付延べ面積と耕地利用率（令和元年(2019)年）

注：都府県は１県当たりの平均値です。

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」

構造 － 耕地面積 －

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」

【耕地面積は52万400ha、耕地利用率は101.9％】

九州の耕地面積は、全国（437万ha）の約１割を占めています。

担い手の高齢化による荒廃農地の増加、宅地や道路への転用等の理由により、平成

元（1989）年から16万ha減少していますが、荒廃農地対策の推進等もあり、減少幅は

緩やかになってきています。

耕地利用率は全国平均91.4％を上回る101.9％となっています。特に、福岡県、佐賀

県では水田を活用した裏作（麦）が行われ、宮崎県では飼料作物の年間複数回におけ

る作付けが盛んであることから100％を大きく上回っています。

52
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生産 － 米 －

＊ 主に食用に供すること（子実生産）を目的とするものをいい、全体から「青刈り」を除いたものをい
う。

資料：農林水産省「作物統計」

注：( )は対前年差

16.57 16.31

(▲0.26)
16.04

(▲0.27)
16.00

(▲0.04)

15.86

(▲0.14)

83.97 
83.19

（▲0.78）
82.13

（▲1.06）
69.64

（▲12.49）

69.85

（0.21）

0

20

40

60

80

100

28 29 30 令和元年産 ２年産
0

5

10

15

20

25

30

（万t）

収
穫
量

（万ha）

作
付
面
積

水稲作付面積及び収穫量の推移（九州）

作
付
面
積

収穫量

凡 例
県 名

作 付 面 積
10a当たり収量（作況指数）

収 穫 量

福岡県
34,900ha
416kg(80)
145,200ｔ

佐賀県
23,900ha
436kg(81)
104,200ｔ

長崎県
11,100ha
422kg(86)
46,800ｔ 熊本県

33,300ha
470kg(89)
156,500ｔ

大分県
20,200ha
403kg(77)
81,400ｔ

宮崎県
16,000ha
475kg(95)
76,000ｔ

鹿児島県
19,300ha
458kg(94)
88,400ｔ

管内県別作付面積及び収穫量

九州
158,600ha
440kg(85)
698,500ｔ

平成28年産 令和元 ２

資料：九州農政局作成

【水稲の収穫量（子実用＊）は69万8,500ｔ（前年産に比べ2,100ｔ増加）】

令和２（2020）年産水稲の九州の作付面積（子実用）は、15万8,600haで前年産に比
べ1,400 ha減少しました。作柄は、日照不足等により穂数及び全もみ数が少ないこと
に加え、台風やトビイロウンカによる被害等の影響から、10ａ当たり収量は、440kg
（作況指数85）で、収穫量（子実用）は、作柄が悪かった前年産と同レベルの69万
8,500ｔとなり、前年産に比べ2,100ｔの増加にとどまりました。

なお、「令和２年産米の食味ランキング（(一財)日本穀物検定協会）では、九州管
内で８銘柄が最高評価の「特Ａ」を獲得しています。

産地 品種名 地区
福岡県 元気つくし
佐賀県 夢しずく

さがびより
長崎県 にこまる

なつほのか
熊本県 くまさんの力 県南
宮崎県 ヒノヒカリ 西北山間

霧島
鹿児島県 あきほなみ 県北

令和２年産食味試験結果(九州管内「特Ａ」一覧）

九州
69万8,500 ｔ

全国
776万3,000 ｔ

福岡県
20.8%

佐賀県
14.9%

長崎県
6.7%

熊本県
22.4%

大分県
11.7%

宮崎県
10.9%

鹿児島県
12.7%

その他
21.3%

北陸
14.6%

関東・東山
18.6%

東北
28.8%

北海道
7.7% 九州

9.0%

令和２年産収穫量

全国及び九州内割合

（100%）（100%）
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生産 － 麦類・大豆 －

【大豆の収穫量は、前年産に比べ5,800ｔ増加】

令和２（2020）年産大豆（乾燥子実＊）の作付面積は２万800haで前年産に比べ200ha
減少、収穫量は２万6,200ｔで前年産に比べ5,800ｔ増加しました。九州の全国に占め
る割合は、12％となっており、福岡、佐賀、熊本で９割強を生産しています。

主産地の福岡県及び佐賀県において播種時期の降雨等により平年よりも作柄は悪
かったものの前年産からは改善しました。

＊ 豆類で食用を目的に未成熟（完熟期以前）で収穫されるもの（えだまめ、さやいんげん等）を除いたものをいう。

資料：農林水産省「作物統計」

＊ 主に食用にすること（子実生産）を目的とするものをいう。

【 ４麦の作付面積は、前年産に比べ1,600ha増加】

令和２（2020）年産４麦計（子実用＊）（小麦、二条大麦、六条大麦及びはだか麦）
の作付面積は５万8,000haで前年産に比べ1,600ha増加、収穫量は21万1,700ｔで、平年
に比べ良好な作柄ではあるものの、前年産に比べ２万3,000ｔ減少しました。九州の全
国に占める割合は、18.1％となっており、福岡、佐賀、熊本で９割を生産していま
す。４麦の中で最も多い小麦の作付面積は、３万3,900haで前年産に比べ500ha増加
し、収穫量は12万2,500ｔとなりました。平年に比べ天候に恵まれ、生育が順調で登熟
も良好であったものの、作柄が特に良かった前年産よりは、２万2,200ｔ減少していま
す。

資料：農林水産省「作物統計」

九州
21 万1,700 ｔ

全国

117万1,000 ｔ

福岡県
40.2%

佐賀県
38.2%

長崎県
2.9%

熊本県
11.0%

大分県
7.2%

その他
16.6%

関東・東山
10.8%

北海道
54.5%

九州
18.1%

令和２年産収穫量

全国及び九州内割合

（100%）（100%）

（100%）（100%）

全国
21万8,900ｔ

九州
2万6,200ｔ

福岡県
39.3%

佐賀県
38.5%

熊本県
14.3%

大分県
5.1%その他

2.8%

その他
24.4%

東北
21.2%

北海道
42.5%

九州
12.0%

令和２年産収穫量
全国及び九州内割合
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0  

生産 － 野菜 －

【九州は重要な野菜供給基地】
九州では、温暖な気候を生かした野菜の栽培が盛んです。令和元（2019）年産の九州に

おける指定野菜（14品目）の収穫量は、ピーマン、トマト等の施設野菜やさといも、だい
こん等の露地野菜を中心に、全国の16.0％、産出額では19.6％を占めています。九州の産
出額に占める野菜の割合は24.0％で、畜産の47.5％に次ぐ重要な品目となっています。

産出額で全国に占める割合が高い品目は、ピーマン（38.8％、宮崎県全国２位、鹿児島
県全国４位）、トマト（28.8％、熊本県全国１位）、きゅうり（24.1％、宮崎県全国１
位） 、ばれいしょ（23.2％、鹿児島県全国２位、長崎県全国３位）の順となっていま
す。指定野菜以外では、いちご（35.7％、福岡県全国２位、熊本県全国３位、長崎県全国
４位）、かんしょ（30.0％、鹿児島県全国３位、宮崎県全国５位）、すいか（27.0％、熊
本県全国１位）などです。

なお、令和元年の九州の算出額については、全国の産出額が前年より低くなったことに
対し、九州の産出額が前年とほぼ同額だったことから、全国に占める割合が1.2％高く推
移しています。

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」
注：主産県調査のため、非主産県の収穫量は含ま

れない

＊指定野菜とは、野菜のうち特に消費量の多いもの（下右のグラフの14品目）

＊

九州の野菜の産出額の推移

資料：農林水産省「生産農業所得統計」

令和元年
九州の指定野菜産出額の全国シェア

令和元年
指定野菜収穫量の全国シェア及び九州内割合

資料：農林水産省「生産農業所得統計」

－ 18 －
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生産 － 果樹 －

【栽培面積は減少傾向にあるものの産出額は横ばい】

九州における果樹の栽培面積（主産県）は、生産者の高齢化や担い手不足の進行に
よる栽培農家数の減少に伴い、緩やかな減少傾向にあり、令和元（2019）年は２万
8,700haとなっています。一方、果実の産出額は、高品質な果実の生産が行われている
ことから、ほぼ横ばいの1,245億円となっています。

特に九州が全国の収穫量の約３割を占めるみかんでは、結果樹面積が1万1,900haで
前年産に比べ400ha(３％)減少しており、収穫量は23万5,800ｔで前年産に比べ7,100ｔ
（３％）減少しています。また、九州産の収穫量のうち、熊本県、長崎県、佐賀県で
８割近くを占めています。

その他果実の産出額は、ぶどう146億円（全国の9.5％）、日本なし94億円（同
13.9％）、不知火98億円（同67.6％、熊本県全国１位）、マンゴー48億円（同65.8％
宮崎県全国１位）となっています。

＊ 主産県とは、全国の栽培面積のおおむね80％を占めるまでの上位都道府県又は果樹共済事業を実施する都道府県

＊

注：その他果樹は、かんきつ類の果樹、くり、かき、日本なし、ぶどう、うめ、びわ、キウイフルーツ、すもも
資料：農林水産省「生産農業所得統計」「耕地及び作付面積統計」

福 岡
2万600ｔ
（8.7%）

九 州
23万5,800 ｔ

（100 %）

佐 賀
4万7,800ｔ
（20.3%）

長 崎
5万4,000ｔ
（22.9%）

熊 本
8万700ｔ
（34.2%）

大 分
1万2,700ｔ
（5.4%）

宮 崎
9,300ｔ
（3.9%）

鹿児島
1万700ｔ
（4.5%）

令和元（2019）年産
みかん収穫量の全国及び九州内割合

全 国
74万6,700 ｔ

（100 %）

九 州
23万5,800ｔ
（31.6% ）

その他
51万900ｔ
（68.4% )

資料：農林水産省「果樹生産出荷統計」
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生産 － 花き －

【栽培面積、産出額とも漸減傾向】

九州における令和元（2019）年の花きの産出額は、平成10（1998）年のピーク時の
約69％の604億円で全国の18.5％を占めています。最近では生産者の高齢化による作付
面積の減少が続いていることから漸減傾向で推移しています。

令和元（2019）年産切り花の作付面積は2,422haで、前年に比べ64ha(2.6％)減少し
ています。出荷量は７億3,800万本で、前年に比べ800万本（1.1％）減少しているもの
の、全国のシェアは21.2％を占めています。

県別出荷量をみると、洋ランやガーベラ等の生産が盛んな福岡県、キクやユリ等の
生産が盛んな鹿児島県の両県で九州の47％を占めています。

資料：農林水産省「花き生産出荷統計」

九州における花きの産出額及び全国に占める割合の推移

令和元（2019）年産
花き（切り花類）出荷量
の全国及び九州内割合

花き（切り花類）作付面積
及び出荷量の推移（九州）
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福 岡

１億8,570 万本

（25.2%）

九 州

７億3,800万本

（100%）

佐 賀

3,270万本

（4.4%）

長 崎

１億470万本

（14.2%）

熊 本

１億2,080万本

（16.4%）

大 分

6,130万本

（8.3%）

宮 崎

7,490万本

（10.1%）

鹿児島

１億5,790万本

（21.4%）

全 国

34億8,200万本

（100%）

九 州

７億3,800万本

（21.2%）

東海

８億2,730万本

（23.8%）

関東・東山

６億1,620万本

（17.7%）

その他

13億50万本

（37.3%)

資料：農林水産省「生産農業所得統計」
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生産 － 地域特産作物 －

【茶：九州の荒茶生産量は、前年産に比べ14％減少】

九州の令和２（2020）年産茶の摘採面積（主産県*）は１万2,600haで前年産並みと
なっている一方、荒茶生産量は、前年産に比べ5,095ｔ（14％）減少し３万1,400ｔと
なっています。

九州の荒茶生産量は全国の45.8％を占めており、その中でも鹿児島県は、九州全体
の７割以上を占めるなど、全国第２位の産地が形成されています。また、令和元
（2019）年の産出額では静岡県を抜いて、初めて全国第１位となりました。その他、
宮崎県、福岡県、佐賀県でも、煎茶やかぶせ茶等の生産、加工が盛んです。

茶摘採面積及び荒茶生産量の推移(九州(主産県))
令和２（2020）年産

荒茶生産量の全国及び九州内割合

資料：農林水産省「作物統計」

＊ 九州（主産県）は、福岡、佐賀、長崎、熊本、宮崎、鹿児島の合計値

【葉たばこ：需要の低下に伴い契約面積は減少】

九州では温暖な気候から葉たばこの栽培が盛んですが、国民の健康志向の高まりによ
る葉たばこ販売数量の減少に伴い、全国の葉たばこ契約面積は年々減少しており、販売
重量についても、前年産に比べ1,600ｔ（20％）減少し、6,200ｔとなっています。

また、九州における令和２（2020）年産の契約面積は2,731haで全国の45％を占めて
います。

資料：全国たばこ耕作組合中央会調べ

13.0 13.0 12.9 12.8 12.6 

33.5 
35.5 

37.1 36.5 

31.4 

0

10

20

30

40

0

5

10

15

20

25

平成28 29 30 令和元年産 令和２年産

(千t)

摘
採
面
積

（千ha）

摘
採
面
積

荒茶生産量（主産県）

荒
茶
生
産
量

九 州
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東 海
3万1,494ｔ
（45.1％）

その他
6,349ｔ
（9.1％）

全 国
6万9,790ｔ
（100％）

九 州
3万1,947ｔ
（100 %）

その他
4,987ｔ
（15.6%）

宮 崎
3,060ｔ
（9.6 %）

鹿 児 島
2万3,900ｔ
（74.8 %）

契約面積の全国シェア
（令和２（2020）年産）
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【いぐさ：熊本県八代地域の基幹的作物】

いぐさの主産地は熊本県八代地域で、関連産業も含め地域経済を支える基幹作物で
す。令和２（2020）年産の熊本県のいぐさ収穫量は、全国（主産県*計）の99.3％を占
めています。一方、生活様式の洋風化や景気低迷に伴う畳表の需要減少や中国産畳表
との競合、さらに生産農家の高齢化等により栽培農家数が減少し、いぐさの収穫面積
は減少が続いています。

【さとうきび：鹿児島県南西諸島の基幹的作物】

さとうきびは、鹿児島県南西諸島及び沖縄県の基幹作物として栽培されています。
近年、鹿児島県のさとうきび収穫面積は減少傾向で推移しており、令和元（2019）

年産の収穫面積は9,170haとなりました。
一方、収穫量は、台風等気象災害の影響が大きかった前年産に比べ約４万5,000ｔ

（9.9％）増加し、49万7,800tとなりました。

資料：農林水産省「作物統計」

収穫量の全国シェア（令和２（2020）年）

資料：農林水産省「作物統計」

い草収穫面積及び収穫量の推移（熊本県）

収穫量の全国シェア
（令和元（2019）年）

さとうきび収穫面積及び収穫量の推移（鹿児島県）

全 国
117万４千ｔ
（100％）

鹿児島県
49万7,800ｔ
（42.4％）

沖縄県
67万6,200ｔ
（57.6％)
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（千ha） （万ｔ）

全 国
（主産県計）

6,300ｔ
（100％）

熊本県
6,260ｔ

（99.3％）

その他44ｔ
（0.7％)
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乳用牛

10%

肉用牛

38%

豚

22%

鶏

30%

その他1%

九州の
畜産部門産出額

8,315億円
(100%)

【日本最大の畜産地帯】

九州の畜産部門の農業産出額は、全国の約26％を占めており、畜種別では、高い順
に肉用牛、鶏(鶏卵及びブロイラー)、豚、乳用牛となっています。

また、九州は、肉用牛、豚及びブロイラーの畜種別農業産出額の割合は、それぞれ
全国の約４割、約３割、約５割を占める農業地域別での第１位の生産地域であり、我
が国最大の食肉供給基地となっています。

農業産出額の畜産部門の
全国割合(令和元（2019)年)

九州の畜産部門産出額の
畜種別割合(令和元（2019)年）

畜種別

【乳用牛】

乳用牛の飼養頭数は近年減少傾向で推移しており、令和２(2020)年は平成31年（参
考値）に比べ700頭減少し10万5,500頭となりました。県別の飼養頭数では熊本県が全
国第３位となっています。

資料：農林水産省「生産農業所得統計」

飼養頭数の全国及び九州内割合
（令和２（2020）年２月１日現在） 飼育戸数、飼育頭数の推移（九州）

生産 － 畜産 －

※令和２年から統計手法が変更されたため､
令和２年の統計手法を用いて集計した平成31
年の数値を参考値として記載。

九州

26%

関東・

東山

17%

東北

14%

北海道

23%

中国・

四国

8%
その他

12%

全国の畜産
部門産出額

32,344億円
(100%)

福 岡
1万2,100 

頭
（11.5 %）

九 州
10万5,500 頭

（100%）

佐 賀
2,240 頭
（2.1 %）

熊 本
4万4,400 

頭
（42.1 %）

大 分
１万2,300 

頭
（11.7 %）

鹿児島
１万3,800 

頭
（13.1%）

長 崎
7,070 頭
（6.7 %）

宮 崎
１万3,600 

頭
（12.9 %）

全 国
135万2,000 頭

（100%）

九 州
10万5,500 

頭
（7.8 %）

その他
15万4,000 頭

（11.4 % )

関東・東山
17万2,400 頭

（12.8% )
東 北

9万9,200 頭
（7.3 % )

北海道
82万900 

頭
（60.7 %)
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資料:農林水産省「畜産統計」
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【肉用牛】

肉用牛の飼養頭数は近年減少傾向で推移していたが、各般の生産基盤強化対策の実
施により、平成29（2017）年から４年連続で増加し、令和２（2020）年は平成31年
（参考値）に比べ17,100頭増加し92万7,100頭となりました。九州は全国の飼養頭数の
１／３強を占めており、県別の飼養頭数では鹿児島県が全国第２位、宮崎県が同３
位、熊本県が同４位となっています。

飼養経営体数、飼養頭数の推移(九州)

飼養頭数の全国及び九州内割合
（令和２（2020）年２月１日現在）

飼養戸数、飼養頭数の推移(九州)

※令和２年から統計手法が変更されたため､
令和２年の統計手法を用いて集計した平成31
年の数値を参考値として記載。

飼養頭数の全国及び九州内割合
（平成31年（2019）年２月１日現在）

資料:農林水産省「畜産統計」
注：令和２年は、農林業センサス実施年

のため「豚」の調査休止。

【豚】

飼養頭数は平成25（2013）年以降減少傾向で推移しているが、平成31（2019）年は
前年に比べ１万2,000頭増加し287万9,000頭となりました。県別の飼養頭数では鹿児島
県が全国第１位、宮崎県が同２位となっています。
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資料:農林水産省「畜産統計」

全 国
255万5,000 頭

（100%）

九 州
92万7,100 頭

(36.3 %）

その他
49万6,500 頭

（19.4 % )関東・東山
27万2,400 頭

（10.7% )

東 北
33万4,500 頭

（13.1 % )

北海道
52万4,700 頭

（20.5 % )

福 岡
２万2,100 頭

（2.4 %）

九 州
92万7,100 頭

（100%）

佐 賀
５万2,300 頭

（5.6%）

熊 本
13万2,300 頭

（14.3 %） 大 分
5万1,200 頭

（5.5 %）

鹿児島
34万1,000 頭

（36.8 %）

長 崎
8万4,100 頭

（9.1 %）

宮 崎
24万4,100 頭

（26.3 %）
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（百頭/戸）

1戸当たり飼養頭数

福 岡
８万2,300 頭

（2.9 %）

九 州
287万9,000 頭

（100%）

佐 賀
８万1,600 頭

（2.8 %）
熊 本

27万7,100 頭
（9.6 %）
大 分

13万2,300 
頭

（4.6%）

鹿児島
126万9,000 頭

（44.1%）

長 崎
20万1,100 頭

（7.0 %）

宮 崎
83万5,700 頭

（29.0 %）
全 国

915万6,000 頭
（100%）

九 州
287万9,000 頭

（31.4 %）

その他
176万400 頭

（19.2 % )

関東・東山
235万2,000 頭

（25.7 % )

東 北
149万2,000 頭

（16.3 % )

東 海
67万2,600 頭

（7.3 % )
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福 岡
323万5,000 羽

（13.0 %）

九 州
2,482万
1,000 羽
（100%）

佐 賀
48万4,000 羽

（1.9 %）

熊 本
191万4,000 

羽
（7.7 %）
大 分

126万7,000 
羽

（5.1 %）

鹿児島
1,171万 7,000羽

（47.2 %）

長 崎
175万3,000 羽

（7.1 %）

宮 崎
445万1,000 羽

（17.9 %）

【採卵鶏】
近年の飼養羽数は、ほぼ横ばいで推移しており、平成31（2019）年は前年に比べ

113万羽増加し2,482万1,000羽となりました。県別の飼養羽数では鹿児島県が全国第３
位となっています。

【ブロイラー】

近年の飼養羽数は、ほぼ横ばいで推移しており、平成31（2019）年は前年に比べ
137万1,000羽増加し7,012万1,000羽となりました。県別の飼養羽数では、宮崎県が全
国１位、鹿児島県が同２位となっています。

飼養羽数の全国及び九州内割合
（平成31年（2019）年２月１日現在） 飼養戸数、飼養羽数の推移(九州)

飼養羽数の全国及び九州内割合
（平成31年（2019）年２月１日現在）

飼養戸数、飼養羽数の推移(九州)

資料:農林水産省「畜産統計」
注：令和２年は、農林業センサス実施年

のため「採卵鶏」の調査休止。

資料:農林水産省「畜産統計」
注：令和２年は、農林業センサス実施年

のため「ブロイラー」の調査を休止。
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全 国
１億8,1234万羽

（100%）

九 州
2,482万
1,000 羽
（13.6 %）

その他
5,857万
6,000 羽
（32.1 % )

関東・東山
4,807万
7,000 羽
（26.4 % )

東 北
2,532万4,000羽

（13.9% )

東 海
2,557万羽
（14.0% )
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全 国
１億3,822万

8,000 羽
（100%）

九 州
7,012万1,000羽

（50.7 %）

その他
1,968万
5,000 羽
（14.2 % )

東 北
3,221万羽
（23.3 % )

四 国
780万羽
（5.6 % ) 中 国

841万2,000羽
（6.1 % )

九 州
7,012万
1,000羽
（100%）

その他
1,391万
5,000 羽
（19.8 %）

鹿児島
2,797万羽
（39.9 %）

宮 崎
2,823万6,000 羽

（40.3 %）
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